
借
由

一
応
仁
二
年
二
四
六
八
年
）
室
町
時
代
の
創
杷
と
伝
え
ら
れ
て
お
り

旧
寺
嵐
局
新
田
の
鎮
守
と
し
て
尊
崇
さ
れ
古
く
は
「
第
六
天
社
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
時
代
初
期
の
神
仏
分
離
の
制
度
で

「
高
木
神
社
』
と
改
め
ま
し
た
。
そ
の
社
名
は
御
祭
神
で
あ
る

高
皇
産
霊
神
の
別
名
が
「
高
木
の
神
坐
で
あ
る
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま

か
っ
て
は
境
内
に
大
き
な
臥
龍
の
松
が
あ
り
曳
舟
川
を
上
下
す
る

舟
を
は
じ
め
地
域
の
人
々
の
往
来
の
目
印
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
一
月
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
社
殿
改
築
が
成
り

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
、
御
鎮
座
五
百
年
の
式
年
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し

平
成
三
十
年
六
月
、
御
鎮
座
五
百
五
十
年
記
念
羊
恐
ヰ
大
祭
が
行
わ
れ
ま

今
和
五
年
に
、
御
鎮
座
五
五
五
年
を
迎
え
ま
し
た
。

御
祭
事

剥
一

月
一

日
元
旦
祭

二
月

節
分
日

節
分
祭

二
月

十
七
日

祈
年
祭

六
月

七
日

例
祭

六
月

三
十
日

大
祓
式

十
一
月

十
五
日

七
五
三
祭

十
一
月
二
十
三
日

新
嘗
祭

十
二
月
三
十
一
日

大
祓
式

毎
月

一
日

月
次
祭
』
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伽
五
年
特
別
御
朱
函
一

一
月

新
春

二
月

節
分
祭
．
祈
年
祭

三
月

ひ
な
ま
つ
り

五
月

こ
ど
も
の
日

六
月

例
大
祭

七
月

七
夕

九
月

十
五
夜

十
一
月
縁
結
び
の
日
．
新
嘗
祭

毎
月

月
替
わ
り
御
朱
印

毎
月
十
五
日

お
む
す
び
印

分
分
ｊ
分

５
７
駅
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織
港
甦
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車
車
ｒ

り
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線
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営
Ａ

曳
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車

刻
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録
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ィ
ｒ

門

ラ
線
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一
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リ
押
ロ

ッ
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卜
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イ
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メ

カ
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ス
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武
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※
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
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山
玉
向
島
梨
端
社
は
、
か
っ
て
向
島
地
域
に
あ
っ
た

富
士
講
（
富
士
山
を
信
仰
す
る
団
体
）
の
ひ
と
つ
。

近
代
の
墨
田
区
に
お
け
る
信
仰
と
地
域
の
結
び
つ
き
の

広
が
り
が
わ
か
る
文
化
財
と
し
て
、

平
小
成
二
十
三
年
に
「
墨
田
区
登
録
文
化
財
」
に
指
幸
婦

当
社
の
御
神
木
で
あ
る
『
大
楠
』
・

五
月
・
六
月
に
淡
い
黄
緑
色
の
小
さ
な
花
を
咲
か
せ

樟
脳
の
香
り
が
し
、
生
命
力
に
満
ち
溢
れ
、

「
延
命
」
、
「
願
望
成
就
」
の
あ
る
常
緑
高
木
で
す
。

木 瀞

天
上
の
高
天
原
に
三
人
の
神
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
《
§
…
…
掴

『
三
柱
の
神
（
造
化
三
神
）
』

一
番
目
は
、
「
天
御
中
主
神
共
ア
マ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
）
」
。
�

二
番
目
は
、
「
高
皇
産
霞
神
澤
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
ノ
ヵ
ミ
）
」
・
�
�

三
番
目
は
、
「
神
挫
呈
産
霊
神
異
力
ミ
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
）
」
。

�

『
古
事
記
』
で
は
「
高
御
製
産
巣
日
神
」
、
�

『
日
本
参
盲
紀
』
で
は
」
高
皇
産
童
蓄
迂

と
表
記
さ
れ
ま
す
。
�

「
天
孫
降
臨
」
・
「
葦
原
士
渉
年
国
平
定
」
の
際
に
は

「
島
本
神
（
た
か
ぎ
の
か
み
）
」
と
い
う
名
で
登
場
し
ま
す
狸

「
産
霊
（
む
す
ひ
）
‐
一
は
「
生
産
。
生
成
」
を
奔
蔵
球
し
、

�

三
番
目
の
神
「
神
皇
産
霊
神
」
と
と
も
に
「
創
造
」
を

�

神
格
化
し
た
神
と
さ
れ
ま
す
。

女
神
的
導
全
索
を
持
つ
「
神
皇
産
帯
蕪
芯

と
対
に
な
り
、

男
女
の
「
む
す
び
」
を
象
徴
す
る
神
で
あ
る

と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
社
の
社
紋
は
、
七
つ
の
星
か
ら
成
る
「
七
曜
紋
」
。

混
沌
と
し
た
世
界
で
天
と
地

�����

が
分
か
れ
た
時
、

清
子
内
親
王
殿
下
の
御
成
婚
を
記
念
し
、

平
成
十
七
年
、
氏
子
よ
り
奉
納
。

平
面
を
丸
く
掘
り
抜
き
貯
水
部
と
し
た
。

安
政
四
丁
己
年
九
月
吉
日

氏
子
よ
り
奉
納
。

�

弘
化
二
年
銘

二
八
四
五
年
）
�

乱
石
積
み
の
上
に
妥
置
さ
れ
、
�

一
般
的
な
「
阿
畔
」
の
開
き
と
は

異
な
り
、
当
社
の
狛
犬
の
ロ
は
、

開
き
が
少
な
い
。

助
言
す
る
な
ど
政
治
的
な
手
腕
を
振
る
っ
�
�
て
き
た

こ
と
か
ら
、
「
高
皇
産
霊
神
」
が
太
‐
米
�
の
皇
祖
神

だ
と
す
る
説
も
あ
り
高
天
原
の
鼠
吉
旬
神
が

�

&唾.柾

掻
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